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ラハティでのデザイン教育
児　島　宏　嘉＊
＊ラハティポリテクニク講師
い。個の確立はこのころから始まり、合理的精神を持ち、森は彼等の命であった。今も森が豊富
にあるにも拘らず木材が輸入され、森は大切にされている。
国際環境
ある時、隣国のラジオ番組の視聴者相談室にこんな質問が寄せられた。兄がとても勝手で、そ
のうえ凶暴で私はいつもびくびくしております、どうしたらよいか教えてください。
あなたたちなら何と答えますか。
これに対しての回答はお隣のケッコネンさんに尋ねられることをお勧めしますというのであっ
た。ケッコネンというのは歴代の優れた政治家の中の当時のフィンランドの大統領である。この
ジョークがわかればフィンランドの置かれた大変な立場が浮かんでくるのでは？ある時は帝政ロ
シアの支配下に、その後はスエーデンの、そしてまたロシアの支配下にと自分の王室というもの
を持ちえなかった民族である。ひとびとが賢明でなければ存在し得なかった国である。そして
１９１７年ロシア革命を機に独立した。芸術、工芸は庇護者が居て発展してきたというのが歴史上
大半の事実の様だが、この国は例外の一つである。
もっともロシアの首都で文化の中心であったセント･ペテルスブルクから正直さ、几帳面さ、
器用さをかわれて下請け仕事を貰い進歩した貴金属細工、薪が安く豊富に得られたことから貰え
たドイツのガラス細工の下請け仕事などで腕を磨くチャンスはあった。
また、庄屋が遠く中央ヨーロッパから買ってきたロココ様式の家具などを見よう見まねに模写
して生み出した庶民様式のロココなど豊かになったといわれる現在の日本人から見るとチープデ
ザインと見られがちなデザインのルートはめんめんと絡まって遺伝子に隠れて居る。
センス
叙事詩カレワラは人間らしい英雄のヴァイナモイネンを中心に物語が雄大に展開するが、ある
時、湖で釣れた大かますの顎の骨に乙女の髪毛を張ってつまびくと森の鳥や獣がうっとりと聴き
惚れ、敵の兵士は戦う気を無くし、涙を流したとある。この竪琴が現在の民族楽器カンテレの源
であるという事からして、もともと良い感覚を持ち楽しむことを知っていた民族であることが測
り知れる。
教育の考え方
話が飛ぶが、日本のスポーツ選手の練習とフィンランドの選手のそれとは大きく異なる。練習
は楽しくなければ長続きしない。これがフィンランドの練習計画を立てるときの基本になってい
る。要は強くなることが目的なのだ、だったら楽しくやろうよ、と言って怠けながらだらだらや
るということではない。ここがちょっと見ただけでは分からない所である。海外の留学生諸君は
この点に気付かずフィンランドの学生のペースに巻き込まれ課題の締切り間際にフウフウ言って
いるのを多々見掛ける。
自己管理を小さい頃から身に付けてきたかどうかが問われるところである。フィンランド人が
良く使う言葉で"踵から学ぶ"というのがある。すなわち身を持って体験するという事である。こ
の事をここの人達は大切にし、その価値を大いに認めている。
この姿勢が自己管理を身に付けさせるのではないかと思う。練習のスケジュールの立て方にも
違いが見られる。通常の日本型は何日かおきに休養日が入れてあるが、フィンランド型は練習の
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強弱のリズムがあるだけで練習の休みというものがない。はじめから休まなければならないよう
な無理な練習の仕方をしてないのである。
子供達のスキー教育のプログラムにしても子供達がいかに楽しく遊べるかという事を考えて技
術習得に繋いでいる。積み重ねこそ近道と考えいろいろな違った遊びを組み合わせて基本技術を
教えていく、この事からも想像が付くように子供達が自分で見付け出す方向に指導していく事が
教育の基本姿勢となっている。この様な教育を受けておらず習慣が付いていない外国からの留学
生たちは課題が出された時にすでに大きな困難にぶつかる。
まず言葉のギャップがあり、出題の傾向が違う事で、問題じたいが分からない。
日本の留学生だけではないが、このような課題は出された事がないという事を口にする。この
事がこちら、教える側としてはとても不思議に感じる事になる。
こちらの学生の口からは決して出ない言葉であるからだ。新しい事へのチャレンジこそ、生き
がいと思っている学生と、指導してもらって知識を沢山詰め込みたいと思っている学生の違いで
あろう。おぼろげに課題が分かってもその取組かたがわからないという事になる。そしてフィン
ランドの学生たちが楽しみながらこつこつとちょっとの時間を見ては課題を考え咀嚼しているの
が外からはわからない、彼等に遊びに誘われれば大いに楽しみ、言葉のハンディーに疲れ切って
課題はちちとして進まず、締切り期限は近付いて来る。
このパターンを経験する事で何かを掴んでくれることを祈っている。
大学受験資格試験
これも大きなちがいなのだが、大学受験には学科試験がない。なぜなら全国一斉の大学受験資
格試験でそれは済んでいるからである。さてこの受験資格試験であるが、７日間朝から晩までぶ
っとうし行われ、丸ペケ、選択して印を付けるタイプのものは一切なく、すべて記述である。出
題は数題ある中から決められた数を選んで回答すれば良いことになっている。採点は各科目６段
階に分けられ、途中まで正しければそこまでの点が貰えるわけである。だから山を掛けることは
必要ない。しかし採点する側にとっては実に大変な仕事である。果たして日本にはこのような試
験の実施を受け入れる用意があるであろうか。
入学試験
さて入学試験であるが、２段階に別れる。まず２月に告示される課題の作品を提出し、その選
抜を通過した人が６月初旬の実地試験に招集される。
選抜の課題であるが、我々が目指している方向に向いているか、素養はあるか、基本的な力は、
等を知るため毎年頭を使う。デザイナーは人に貢献する為の職業という共通認識が我々には強く、
建設的であることを大切に見ている。何を人生に求めているか、物ごとの価値の基準をどこに置
いているか、性格、感覚など作品から読み取れるような課題を作る。感覚だがあまり独り善がり
で個性的過ぎる感覚の人はデザイナーには向かないと考える。さて出題の実例であるが、身の回
りにある片手で持てる大きさの物で気に入ったデザインのものを描き、なぜ気にいっているのか
を説明し、良く知られたあこがれのデザインから一点を選び描き、なぜ選んだかを述べよ、など
はかなりの事を伝えてくれる。
また、現在の住居の自分の気に入っている場所に立たずんでいる自分を描け、これなどもいろ
いろ読み取れる。どの様な場所に、どの様なポーズで、それをどの様な角度から描いているか、
表情は、色調は、人と物との大きさのバランス、醸し出している雰囲気等々。ここでアナーキー
な雰囲気の感じられるものはマークされる。
立体作品課題では試験のためといえど自然保護リサイクルなどの点に注意し我々の姿勢が伝わ
るような課題造りに頭を悩ませる。
例えば１週間入院する必要がある、その時にもって行く組み立て分解式の書見台を廃材の段ボ
ールで作れなどは、自負している課題である。あまり力の入ったものばかりではなく、立って使
える靴べらを廃材の木で作れなど、材料を読み取る力、器用さを同時に見られる課題も混ぜる。
これは審査する我々も楽しい。ほれぼれする仕上がったものもあるし、オイオイ、君送る前に自
分でこの靴べら使ってみたの？という物もある。この様な５，６点の課題作品を総合的にチェック
し１学科が定員１０人のところに４０人程を招集する。実技試験はより深く広く適性を知るために
出題を考える。
出題の例
学舎の気に入った１コーナーとか道具の鉛筆デッサン、粘土でのインスタレーション。これは
各学科とも毎回出題している。ID科になると例えばサイクリングに携行する為のポケット工具な
ど。出来るだけ身近なものでおもしろそうな物を課題に選ぶ、試験も楽しくなくてはと考える。
自転車は学生が乗ってきたものが庭にあるし、それを見て参考にしたか、確かめたかなどは面接
の時に作品を前にしてのデザインの進め方等でチェックする。傾向の違う課題２点を出すことも
ある。常に身近にあり使い方、機能などを知っているものを出題する様に心掛けている。提出作
品は思考行程が分かるアイディアスケッチ、試作用図面、使い方を書き込んだレンダリング等と
モデルだが、モデル作りの材料は出来るだけ環境汚染のない物を選んでいる。細い角材と糸だけ
で規定の加重に耐える橋を作る課題は何度も出しているが楽しい。ここでは機能、美しさ、独創
性が試される。端材からの角材造りは技官の仕事である。クラフトに成ると課題が感覚を見るこ
とに重きがおかれるが、絵に描いた餅の課題はなくすべて作ることを含んでいる。このような試
練を潜ってきた学生と学ぶことになる。
Give and Take
海外留学では学生との交流で学ぶ事が非常に多い。外国に留学をするからにはしっかり与えら
れるものも身に付けて来てほしい。またフィンランドの諺であるが"斧は両側から研げ"と言う。
片減りさせてはならないという事である。この言葉の意味をこれからの留学希望者はしっかり考
えて来てほしい。アナタタチはどれだけ日本の文化を身に付けていますか？それと語学力には決
して充分という事はないという事を覚えておいてほしい。疑問は尋ねなければ解決しない場合が
多い。
尋ねるには、しゃべる必要がある。
世間
また話が変わるが、１０月１３日の土曜日の午後首都ヘルシンキの郊外の大型スーパーで自爆事件
があった。その事件で７人が亡くなり、６０人以上が怪我をした。その犯人が化学を学ぶ１９才の学
生という事でフィンランド中が騒然となった。コンピューターで爆薬の知識を集め、爆発に関心
を持つ人々のフォーラムに参加し、バスケットボールを楽しむ、目立たない、世間全般に反感を
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持った青年の緻密な犯行という事がのこされたメモで分かった。この事件に対する反応であるが、
青年を孤立に追い込んだのは我々である、彼も今の社会の被害者である、なんとかしなければと
いう事に世間の関心の重点がある。事件を視聴率の道具と使うマスコミ、その番組にかじりつく
人々。僕も日本に居たら流されていたと思う、この傾向はなんとかしたい。日本を外から見るこ
ともできるチャンスとしても留学は意味があると思う。しっかり心構えをして来てくださること
を願う。
